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２．実施状況

３．総合診断
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1．事業の概要
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・各中学校から推薦された新成人が運営委員となる運営委員会を開催し、新成人による成人祝賀式を企画運営した。
・運営委員会では、過去の内容を再検討し、自分達でイベントの実施、記念品の有無、交流会のあり方などを決定した。
・第1回目に昨年の運営委員1人にも参加してもらい、企画する上での助言をもらった。
・職員は、運営委員会及び、成人祝賀式がスムーズに企画運営できるよう、助言・支援をした。
・運営委員会開催回数：１０回（委員会９回、リハーサル１回）
・成人祝賀式修了後、運営委員に運営委員会や式典について、アンケート調査を行った。また、反省会を開催し、次年度の
　資料とした。
・応援職員にも式典の運営について意見をもらい、次年度の資料とした。
・平成31年1月13日（日）13:30～15:30　パークアリーナ小牧において式典開催した。
　第1部式典、第2部イベント（ビデオレター）、第3部交流会を実施した。
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新基本計画
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４．総合評価
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事務事業評価による額

・成年年齢の引き下げに伴い、今後、成人のあり方が問われてくるが、国の動向や他市町の取り
 組みを注視 しながら検討を行っていく。
・今年度（令和2年）の成人式も記念品は配布しないこととなったため、次年度の記念品代の削減
について検討を行う。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

・成人祝賀式運営委員会委員は、式典を運営し、案内状作成やビデオレター、交流会の企画運営
を行っている。
・運営委員会で企画したイベントや交流会については、参加者から好評をいただいている。
・当日参加する新成人へ配布する記念品の有無については、運営委員会で諮って決定していくが、
 ここ４年間、配布は行っていない。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
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